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１ 予算の基礎知識

Ｑ 「予算」って何？
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市では、福祉、教育、ごみ処理、消防、道路の整備など様々な仕事をしていま
すが、どのような仕事にお金を使うのかあらかじめ決めておく必要があります。

そこで、市が４月１日から翌年３月31日までの１年間の収入を見積もり、収入の
範囲内でその使いみち（支出）を計画したものが「予算」になります。

Ａ

歳入（収入）
・市税
・国・県補助金
・使用料

など

歳出（支出）
・福祉の充実
・教育の充実
・ごみの処理

など

予算（収入と支出の計画）



１ 予算の基礎知識

Ｑ 予算は、誰が決めるの？
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①～⑤

市民の皆さまにより良い生活を送っていただくために何をしたらよいのか、そし
て、そのためにどのくらいのお金が必要なのかを検討し、予算の案を作成します。

⑥～⑧

できあがった予算案は、皆さまが選挙で選んだ市議会議員で構成される市議会
に提出され、内容の審議を経た後に、市議会の議決を受けてはじめて予算が決
まります。

Ａ
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９月 10月 10～11月 12月 １月 ２月 ２～３月 ３月

【当初予算】１年間に必要とされる予算として、年度が始まる直前の議会で決まり
ます。今回お伝えするのは「令和８年度の当初予算」になります。

【補正予算】当初予算が決まった後に予算を変更する必要が出てきた場合は、
「補正予算」を組み、各時期の議会で審議され決まります。



２ 当初予算について

Ｑ 令和８年度の予算はいくら？
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岩倉市全体の予算額は、338億3,212万９千円となりました。

岩倉市では、実施する事業にかかる経費を「一般会計」「特別会計」「企業会計」
の３つに区分しています。

Ａ

◼ 令和８年度の一般会計の予算規模は、前年度と比べて10億円の増加(＋
5.0％)となっています。

◼ 主な要因としては、高齢化の進展に伴う介護・高齢者関連経費や障がい者福
祉、子育て関連経費などの増加が挙げられます。

一般会計 61.8%

特別会計 27.6%

企業会計 10.6%

209億2,000万円

市民の皆さまに納めていただく市税や
国からの交付税などを主な財源として、
福祉、教育、環境、消防、道路整備など
市の基本的な行政サービスを行う会計
です。

93億2,693万6千円

国民健康保険税などの特定の収入
があり、特定の目的を行う会計です。
一般会計と区別し、事業ごとの収支
を明確にしています。

35億8,519万3千円

民間企業と同じように事業を行い、一
般会計から独立する形で、その事業
から得た収益等で運営する会計です。



２ 当初予算について

Ｑ 前年度の予算と比較するとどうなってるの？

8

岩倉市全体の予算額は、338億3,212万９千円となり、前年度比で12億4,482万５
千円の増加となりました。

Ａ

会計名 R８予算額 R７予算額 前年度比

一般会計 209億2,000万円 199億2,000万円 5.0％増

特別会計 93億2,693万6千円 92億6,211万5千円 0.7％増

国民健康保険 43億2,613万2千円 42億588万3千円 2.9％増

土地取得 － 210万4千円 皆減

介護保険 40億2,029万7千円 39億7,094万2千円 1.2％増

後期高齢者医療 9億8,050万7千円 10億8,318万6千円 ▲9.5％減

企業会計 35億8,519万3千円 34億518万9千円 5.3％増

上水道事業 12億3,211万4千円 11億6,079万9千円 6.1％増

公共下水道事業 23億5,307万9千円 22億4,439万円 4.8％増

合 計 338億3,212万9千円 325億8,730万4千円 3.8％増



２ 当初予算について

Ｑ 人口と予算の推移はどうなってるの？
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岩倉市の人口は、約47,600人から約48,000人の間で推移しています。

それに対して、当初予算の総額は年々増加しており、令和８年度予算では過去
最高の338億3,212万９千円となりました。

Ａ
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３ 歳入予算について

Ｑ 一般会計には、どのような収入があるの？
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市民の皆さまや事業所などから納めていただく市税が歳入予算の約４割を占め
ており、他には国や県からの補助金や国などからの借入金があります。

Ａ

自主財源

47.7%

依存財源

52.3%

市税 35.9%

その他 11.8%

地方交付税・地方譲与税等

21.9%

国・県支出金 23.4%

市債 7.0%

歳入は、大きく【自主財源】と【依存財源】に分けることができます。
【自主財源】市税や施設の使用料、保育料など市が自主的に調達できる財源
【依存財源】国や県からの補助金や借入金など国や県などの意思決定に基づか

ないと調達できない財源

75億670万円

市民の皆さまから納めていただく個人・
法人市民税や固定資産税など

24億7,647万8千円

分担金及び負担金、使用料及び手数料
など

48億9,329万8千円

特定の事業に対しての

国や県からの補助金など

45億8,162万4千円

国や県から一定の割合で交付
される使途に制限のない財源

14億6,190万円

資金調達のための借入金

内
訳

個人市民税 31億6,050万円

法人市民税 2億9,740万円

固定資産税 31億545万円

軽自動車税 1億345万円

市たばこ税 2億8,900万円

都市計画税 5億5,090万円

歳入
209億
2,000万円



３ 歳入予算について

Ｑ 自主財源が多い方がいいの？
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一般的に、自主財源が多いほど行政サービスの自主性と安定性を確保できる
と言われています。ただし、国や県の補助金をうまく活用している場合もあります
ので、「依存財源」が多くても、財政的に悪いとは限りません。

Ａ

区分 説明 R８予算額 前年度比

自主財源 99億8,317万8千円 4.7％増

市税 市民税、固定資産税、都市計画税など 75億670万円 4.4％増

分担金及び負担金 保育料、県や他市からの負担金など 1億5,570万6千円 50.4％増

使用料及び手数料 施設の使用料や証明書発行手数料など 1億2,229万4千円 12.4％増

財産収入 市の土地の賃貸料、基金預金利子など 7,785万円 571.6％増

寄附金 ふるさといわくら応援寄附金 7,200万円 2.1％増

繰入金 基金繰入金、特別会計繰入金 12億7,363万6千円 29.6％増

繰越金 前年度からの繰越金 2億6,821万9千円 ▲18.0％減

諸収入 市税等滞納金、貸付金の利子等収入など 5億677万3千円 ▲31.7％減

依存財源 109億3,682万2千円 5.3％増

地方譲与税等 国税や県税として徴収され、市に配分されたお金 18億5,462万4千円 11.1％増

地方交付税 自治体の財政力に応じて国から配分されるお金 27億2,700万円 2.6％増

国・県支出金 特定の事業に対する、国や県からの補助金など 48億9,329万8千円 4.3％増

市債 特定の事業に対して国などから借り入れるお金 14億6,190万円 7.3％増

合 計 209億2,000万円 5.0％増



３ 歳入予算について

Ｑ 市税は、増えてるの？減ってるの？
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市税は、全体の約40％を占める歳入の大きな柱となっています。

一般的に市税収入は、景気によって大きな影響を受けると言われていますが、
岩倉市では個人市民税と固定資産税の割合が大きいため、比較的安定しており、
令和６年度決算額は、約71億円で前年度と比較して0.7％増加しました。

Ａ
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４ 歳出予算について

Ｑ 歳出は、どのような目的に使われてるの？
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歳出予算の内訳を示す方法としては、大きくは「目的別」と「性質別」の２つの方
法があります。予算書では、下記のように「目的別」で区分し、行政サービスの予
算内訳を示しています。

Ａ

議会費 0.9%

総務費 11.8%

民生費 50.1%

衛生費 8.7%

農林水産業費 0.9%

商工費 2.1%

土木費 9.1%

消防費 3.1%

教育費 8.0%

公債費 5.3%
その他 0.0%

例えば、「衛生費」は、家庭から出されるごみの処分費や予防接種など保健衛生
を目的とした費用、「教育費」は、小中学校の運営費や建物の修繕・建設、生涯
学習の充実、文化・スポーツの振興など教育を目的とした費用です。

1億8,653万円

歳出
209億
2,000万円

19億916万3千円

104億7,562万2千円

18億1,029万1千円

1億9,149万7千円

4億3,603万5千円

24億7,280万5千円
6億5,064万3千円

16億8,322万3千円

11億119万円
300万1千円



４ 歳出予算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？
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目的別では、市の運営や財政、広報、防犯、防災などに関する総務費、高齢
者・障がい者福祉、子育て、医療などに関する民生費の予算が増加しています。

その一方で、小中学校屋内運動場等空調設備設置工事の終了により教育費、
市の借金の返済にかかる公債費などの予算が減少しています。

Ａ

区分 説明 R8予算額 前年度比

議会費 議員の報酬、議会事務・運営などにかかる経費 1億8,653万円 ▲3.1％減

総務費 市の運営、財政、広報、防犯、防災などにかかる経費 24億7,280万5千円 17.2％増

民生費 高齢者・障がい者福祉、子育て、医療などにかかる経費 104億7,562万2千円 16.3％増

衛生費 予防接種、健康診断、ごみの収集処理などにかかる経費 18億1,029万1千円 5.7％増

農林水産業費 農業振興、農業用施設の整備・管理などにかかる経費 1億9,149万7千円 ▲10.7％減

商工費 企業振興・誘致、観光、消費者行政などにかかる経費 4億3,603万5千円 ▲1.0％減

土木費 道路や橋、公園、下水道の整備・管理などにかかる経費 19億916万3千円 ▲9.3％減

消防費 救急や消防などにかかる経費 6億5,064万3千円 ▲1.2％減

教育費 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などにかかる経費 16億8,322万3千円 ▲26.9％減

公債費 市の借金の返済にかかる経費 11億119万円 ▲6.2％減

その他 災害復旧、予備費 300万1千円 0.0％

合 計 209億2,000万円 5.0％増



４ 歳出予算について

15議会費

総務費

民生費

衛生費
農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費
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歳出の推移

(億円) 199億

2,000万円

209億

2,000万円 【教育費】 小中学校屋内運動
場等空調設備設置事業の終了
により減

【民生費】 五条川小学校区統
合保育園整備事業、医療・介
護・障がい福祉の給付費や子育
て支援費などの増額により大幅
に増

【消防費】 消防指令センター設
備更新事業の終了により減

【総務費】 庁舎空調設備改修
事業などにより増

【土木費】 石仏公園整備事業
の減額などにより減

【衛生費】 小牧岩倉衛生組合
負担金の増額などにより増



４ 歳出予算について

Ｑ 経費の性質で分けるとどうなってるの？

16

歳出予算を「性質別」に区分すると、医療・介護の給付費などの義務的経費、公
共施設等の建設経費などの投資的経費、消耗品や備品の購入費などのその他
の経費のように、経費の内容によって、歳出を大きく３つに区分できます。

Ａ

義務的経費

52.1%

投資的経費

11.0%

その他の経費

36.9%

扶助費 24.0%

人件費 22.9%

公債費 5.2%普通建設事業費等 11.0%

物件費 15.1%

繰出金 9.8%

補助費等 9.6%

その他 2.4%

50億1,763万5千円

47億8,242万6千円

22億9,648万9千円

20億4,844万8千円

歳出
209億
2,000万円

11億119万円

31億5,357万7千円

扶助費や人件費などは、経費の性質上、支出が義務づけられ、任意に削減でき
ない経費です。そのため、この割合が大きいと、これ以外の経費にお金をまわす
ことが難しくなります。これを「財政の硬直化」と言います。

20億722万2千円

5億1,301万3千円



４ 歳出予算について

Ｑ 前年度と比較するとどうなってるの？
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令和８年度の義務的経費は、扶助費、人件費で増加し、前年度比で５億5,116
万２千円（＋5.3％）の増加となりました。

また、五条川小学校区統合保育園整備事業や石仏公園整備事業などにより、
投資的経費も前年度比４億6,621万４千円（＋25.5％）の増額となっています。

Ａ

区分 説明 R8予算額 前年度比

義務的経費 109億125万1千円 5.3％増

扶助費
高齢者や障がい者の支援などの福祉、医療にかか
る経費

50億1,763万5千円 7.2％増

人件費 市の職員の給与や議員の報酬など 47億8,242万6千円 6.4％増

公債費 国などから借り入れた借金の返済にかかる経費 11億119万円 ▲6.2％減

投資的経費 22億9,648万9千円 25.5％増

普通建設事業等 道路や公共施設の整備・改修などにかかる経費 22億9,648万9千円 25.5％増

その他経費 77億2,226万円 ▲0.2％減

物件費 旅費、委託料、消耗品費、光熱水費など 31億5,357万7千円 ▲0.9％減

補助費等 市民団体への補助金や関係団体への負担金など 20億722万2千円 ▲3.0％減

繰出金
特別会計や企業会計の必要経費を補てんするなど
の目的のための拠出する経費

20億4,844万8千円 2.2％増

その他 維持補修費、貸付金、積立金、予備費 5億1,301万3千円 5.6％増

合 計 209億2,000万円 5.0％増



４ 歳出予算について

18

義務的経費

投資的経費

その他の経費
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令和７年度 令和８年度

歳出の推移

(億円)

199億

2,000万円

209億

2,000万円

五条川小学校区統合保育園整
備事業により増加

【人件費】 職員の増加、給与改
正などによる給与・手当の増加

【扶助費】医療・介護・障がい者
の給付費などの増加

【公債費】事業のための借入金
の返済元金及び利子の減少

【物件費】 消耗品費や印刷製
本費、各種委託料など経常的経
費などの減

【補助費等】 尾張中北消防指
令センターの指令系設備及び消
防デジタル無線設備の中間更
新にかかる負担金等の減
【積立金】

預金利子の金利の上昇による
積立金の増



５ １人あたりの予算について

Ｑ 予算は、市民１人あたりにするとどれくらい？

19

Ａ

議会の運営

3,892円

防災や市役所の事務

5万1,600円

福祉と医療

21万8,593円

健康と環境

3万7,775円

農業の振興

3,996円

産業と観光

9,099円

都市の整備

3万9,838円

消防と救急

1万3,577円

教育と文化、スポーツ

3万5,123円

借金の返済

2万2,978円
その他 63円

ここでは、予算書をよりわかりやすく解説するために、例えば、予算書では「民生
費」となっているものを、「福祉と医療」などに置き換えてみました。

１人あたり
43万
6,534円

一般会計は、１人あたり43万6千円です。
岩倉市の人口は、令和８年１月１日現在で47,923人です。
令和８年度一般会計を市民１人あたりに換算すると、43万6,534円となります。



６ 岩倉市の家計簿について

Ｑ 岩倉市の予算を家計に例えるとどうなるの？

20

令和８年度の一般会計予算209億2,000万円を、年収約478万円（１か月あたり
39万8,000円）の家計に例えてみました。

Ａ

内容 金額

自
主
財
源

給料
（市税）

14万2,800円

パート収入
（負担金、使用料等）

1万4,900円

雑収入
（財産収入、寄付金等）

8,000円

貯金の引き出し
（繰入金）

2万4,200円

依
存
財
源

親からの仕送り
（国・県支出金、地方譲与税、
地方交付税等）

18万0,300円

銀行借入
（市債）

2万7,800円

合 計 39万8,000円

令和８年度の一般会計予算を、国税庁民間給与実態統計調査（1人あたり平均給与）を参考に家庭に入っ
てくる1年間の収入を約478万円（1か月あたり39万8,000円）として作成しています。

内容 金額

教育・医療費
（扶助費）

9万5,500円

食費
（人件費）

9万1,000円

ローン返済
（公債費）

2万900円

家・車・電化製品の修理、購入費
（投資的経費、維持補修費）

4万8,100円

光熱水費、日用品費などの雑費
（物件費等）

6万2,800円

仕送り、生命保険など
（繰出金、補助費等）

7万7,200円

貯金
（積立金）

2,500円

合 計 39万8,000円

【１か月の収入】 【１か月の支出】



７ 岩倉市の借金について

Ｑ 岩倉市は、どれくらい借金があるの？

21

令和７年度末における、岩倉市の市債（借金）の残高は、約166億7,000万円（前
年度比約4,000万円減）となる見込みです。

岩倉市のピークは平成15年度の約225億3,000万円で、それ以降、減少傾向が
続いていますが、近年では、上水道事業会計の残高が増加傾向にあります。

Ａ
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178.0
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７ 岩倉市の借金について

Ｑ なぜ、借金が必要なの？

22

①財源が不足しているため

②世代間負担を公平にするため、などの理由があります。
Ａ

大規模事業の財源をその年度の収入だけで賄おうとすると、他の事業費を圧迫
してしまいます。そのため借金をして財源を補てんしています。
また、道路や建物は、世代を越えて何十年も利用できます。借金をしなかった場

合、整備した年に市税等で負担した世代と、その後負担なく利用する世代の間で不
公平が生じてしまいます。
借金により将来の世代にも負担を分配し、世代間負担を公平にすることができま

す。



７ 岩倉市の借金について

Ｑ 借金があっても、岩倉市の財政は大丈夫なの？

23

市の財政が健全かどうかの指標のひとつに、「将来負担比率」というものがあり
ます。これは、現在の市債残高が、将来的にどれくらい財政を圧迫するのかを示
します。

将来負担比率の「早期健全化基準」（イエローカード）は、350％です。

岩倉市の令和６年度決算における将来負担比率は、6.4％（前年度比2.4ポイン
ト増）となっており、健全であると言えます。

Ａ

岩倉市の将来負担比率
0%

200%

400%

6.4％

350.0％



８ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いくらあるの？

24

令和８年度末で、約28億4,600万円（前年度比12億3,800万円減）となる見込みで
す。

岩倉市には、一般会計に11、特別会計に１つの貯金（基金）があります。

基金の令和８年度末の残高は、一般会計で約26億9,600万円、特別会計で約１
億5,000万円、総額約28億4,600万円となる見込みです。

Ａ
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※令和４年度～令和６年度は決算額、令和７年度及び令和８年度は見込額です。



８ 岩倉市の貯金について

Ｑ 貯金は、いつ使うの？

25

基金ごとに様々な目的があり、財源の補てんや公共施設の建設などに使い
ます。

ここでは、一般会計の基金の一部について説明します。

Ａ

R6 R7 R8

※年度末見込額

15.7億円
14.8億円

財政調整基金は、決算の剰余金などを積み立てて
おき、財源が不足したときに補てんするための基金
です。
景気の急激な変化や災害への対応など、使用する

用途は限られています。
令和８年度は、６億2,000万円を取り崩す予定で、

年度末の残高は、約14億8,000万円となる見込みです。
なお、岩倉市の財政規模では、15～16億円程度の

残高があると望ましいと言われています。また、令
和６年６月に策定した中期財政計画においても15億
5,000万円以上確保することを目標としています。

財政調整基金

20.7億円



８ 岩倉市の貯金について

26

R6 R7 R8

※年度末見込額

7.2億円

2.3億円

減債基金は、市債(借金)の償還(返済)に備えるた
めに積み立てておき、財源が不足したときに補てん
するための基金です。
令和８年度は、５億円を取り崩す予定で、年度末

の残高は約２億3,000万円となる見込みです。

減債基金

R6 R7 R8

※年度末見込額

6.1億円 6.4億円

公共施設整備基金は、公共施設の建設、改修及び
維持補修のために積み立てておき、財源が不足した
ときに補てんするための基金です。
令和８年度は、6,700万円を取り崩す予定で、年度

末の残高は約６億4,000万円となる見込みです。

公共施設整備基金

7.2億円

6.9億円



９ 主要事業について

27

次のページから、令和８年度当初予算に計上した主な事業について、岩倉市総
合計画に基づき、５つ基本目標ごとに説明していきます。

また、物価高騰の影響を受けた市民の皆さまの支援を行うため、国の物価高騰
対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業についても、あわせて説明し
ていきます。

Ａ

基本目標１ 健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

基本目標２ 個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

基本目標３ 利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

基本目標４ 環境にやさしい うるおいあふれる安全なまち（環境・防災防犯）

基本目標５ 協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

Ｑ 令和８年度は、どんな事業を行うの？

物価高騰支援 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業



９ 主要事業について

28

25 歳・35 歳節目歯科健康診査事業 事業費 84万５千円

4－1－２

歯周疾患の早期発見と予防を推進するため、
これまでの節目歯科健診の対象年齢に、新たに
25歳と35歳を加えます。若い世代からの口腔ケ
アを支援し、生涯にわたる健康づくりを後押し
します。

健康課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

845 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）基本目標１



９ 主要事業について

健やかでいつまでも安心して暮らせるまち（健康・福祉）

29

基本目標１

ＲＳウイルスワクチン接種事業 事業費 1,218万７千円

4－１－2

ＲＳウイルス感染症が予防接種法のＡ類疾病
に位置付けられたことに伴い、妊婦を対象とし
た「ＲＳウイルス母子免疫ワクチン」の予防接
種を公費負担で実施します。お母さんが接種す
ることで赤ちゃんに免疫を届ける「母子免疫」
により、新生児の肺炎や細気管支炎などの重症
化を予防し、健やかな成長を支えます 。

健康課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳
459 

11,728 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

30

基本目標２

五条川小学校区統合保育園整備事業 事業費 1１億4,482万１千円

3－2－2

令和９年４月の開園に向け、北部保育園と仙
奈保育園、あゆみの家を統合した新園の建設を
進めます。環境配慮型のＺＥＢ Ｒｅａｄｙ
（ゼブレディ）認証を取得し、国産木材を多用
した園舎で、子どもたちが自然と触れ合いなが
ら豊かな感性を育める環境を整えます。

こども家庭課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

54,755 

1,069,200 

5,500 15,366 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

個性が輝き心豊かな人を育むまち（子育て・教育・文化・ｽﾎﾟｰﾂ）

31

基本目標２

五条川小学校本館大規模改修事業
岩倉東小学校北館南館大規模改修事業

事業費 1,404万7千円

1,698万４千円

9－２－１

未改修トイレの早期改修に向け、令和９年度
以降の改修工事に必要な設計業務を行います。
明るく清潔なトイレへの改修と老朽化した校舎
の修繕を進め、児童が快適に安心して学べる教
育環境の実現を目指します。

学校教育課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

30,000 

1,031 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

32

基本目標３

スマートインターチェンジ整備事業 事業費 １億９,030万円

7－2－2

事業化の決定を受け、詳細設計や用地測量、
用地取得などに着手し、早期開通を目指します。
また、総合計画や都市計画マスタープランの

中間見直しにおいても、整備予定地の周辺を
「地域振興拡大検討ゾーン」と位置付け、イン
ターチェンジの整備インパクトを最大限に活か
した、本市の新たな活力を生み出す基盤づくり
に取り組みます。

都市整備課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

30,260 

60,178 

5,000 

27,200 

67,662 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

利便性が高く魅力的で活力あふれるまち（都市基盤・産業）

33

基本目標３

桜まつり事業 事業費 2,639万８千円

６－１－４

令和８年度は、３月27日（金）～４月５日
（日）をまつり期間とし、安全かつ安心して楽
しんいただけるように開催します。
夢さくら公園で子ども向けのイベントの実施

や飲食店等の出店により、北部にファミリー層
の誘客を図ります。
また、３月中旬から約１か月間、五条川の桜

の開花状況をライブ配信します。

商工農政課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

3,207 

23,191 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

34

基本目標４

石仏公園整備事業 事業費 ４億3,544万４千円

７－４－４

令和９年４月の開園に向けて、サッカーグラ
ウンドや球場の整備を進めるます。芝生広場の
一部では、市民参加により芝張りイベントを行
います。

都市整備課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

88,993 773 

3,000 

236,500 

48,000 

58,178 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

環境にやさしい うるおいあるれる安全なまち（環境・防災防犯）

35

基本目標４

犯罪被害者支援事業 事業費 30万円

4－1－６

犯罪被害にあわれた方やご遺族を孤立させな
いため、犯罪被害者等支援条例を制定します。
経済的負担を軽減する支援金の支給や、警察

等の関係機関と連携した寄り添い支援により、
社会全体で被害者を支える体制を整えます。

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

環境政策課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

300 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

協働と自治による持続可能なまち（協働・行財政運営）

36

基本目標５

地域力活性化支援事業 事業費 466万３千円

2－1－17

持続可能な地域づくりに向け、令和４年度か
ら継続的に実施している地域力活性化事業「未
来寄合」の取組を拡充します。現在、実施して
いる岩倉北小学校区での伴走支援に加え、新た
に二つの小学校区でワークショップ「未来寄合
トライアル」等を実施し、住民の皆様による地
域課題解決の仕組みづくりを支援します。

協働安全課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

435 

4,228 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

37

物価高騰支援

水道料金（基本料金半額）免除事業 事業費 8,630万７千円

７－６－１

物価高騰の影響を受ける市民の皆様や事業者
の負担を軽減するため、水道料金の基本料金を
１年間、半額免除します。

上下水道課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

76,700 

9,607 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源



９ 主要事業について

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

38

物価高騰支援

学校給食費支援事業 事業費 3,224万円

９－６－１

子育て世帯の負担を軽減するため、国の交付
金を活用し小学校給食費の無償化を実現します。
中学校給食費についても食材費の高騰分を市が
支援し、保護者負担を据え置いたまま栄養バラ
ンスを維持した給食を提供します。

学校教育課

（単位：千円）

予算科目

担当課

財源内訳

32,240 

国庫支出金 県支出金

使用料・手数料 分担・負担金

繰入金 地方債

その他 一般財源
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わかりやすい予算書

～岩倉市の令和８年度当初予算と主な事業について～

■発行年月 令和８年２月

■お問合せ先 岩倉市総務部企画財政課財政グループ

岩倉市栄町一丁目66番地

電 話（0587）38－580５（直通）

FAX （0587）３８－２４７１

Email kikakuzaisei@city.iwakura.lg.jp


